
令和８年4月23日（木）
（公立）小学校6年生：9校 6９８人（府：６７，９９３人）
（公立）中学校3年生：5校 ６５９人（府：６４，４７６人）

小学校：国語・算数
中学校：国語・数学・英語
児童生徒・学校質問調査
（※理科は３年に一度程度の実施のため実施せず）

※中学校英語はCBT・IRT方式。英語は領域により4/20～5/29の指定日に実施。
児童生徒質問調査はオンライン方式。

令和8年度 全国学力・学習状況調査 摂津市の結果概要
摂津市教育委員会

調査概要

R8の結果 摂津市と全国の比較

校種 教科
平均正答率 平均正答数

摂津市 全国 摂津市 全国

小学校

国語 63％ 60.9％ 8.2問／13問 7.9問／13問

算数 57％ 56.4％ 9.1問／16問 9.0問／16問

国語 59％ 63.9％ 8.８問／15問 9.6問／15問

中学校 数学 52％ 57.0％ 8.3問／16問 9.1問／16問

英語
478

(IRT)
499

(IRT)
3.3問／7問

※3技能
3.7問／7問

※3技能

※文部科学省は市町村の平均正答率を整数値で公表しています。
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全国比較チャートから見える摂津市の特徴

小学校

教科を中心とした学力・学習状況

国語の学力

算数の学力

国語に
関する意識

国語の
学習活動算数に

関する意識

算数の
学習活動

英語に
関する意識

英語の
学習活動

国語が強み

その他の学力・学習状況（学習習慣、自己有用感等）

総合・学級活動・道徳

生活習慣

学習習慣

読書等

主体的・対話的で
深い学びICTを活用した

学習状況

自己有用感
心理的安全性等

向社会性

学びの
自己調整

習慣づくりがカギ

中学校

教科を中心とした学力・学習状況

国語の学力

数学の学力

英語の学力

国語に
関する意識

国語の
学習活動

数学に
関する意識

数学の
学習活動

英語に
関する意識

英語の
学習活動

意欲が強み

その他の学力・学習状況（学習習慣、自己有用感等）

総合・学級活動・道徳

生活習慣

学習習慣

読書等

主体的・対話的で
深い学び

ICTを活用した
学習状況

自己有用感
心理的安全性等

向社会性

学びの
自己調整

習慣づくりがカギ

＜特徴＞

小学校

中学校

当てはまる どちらかといえば
当てはまる

どちらかといえば
当てはまらない

当てはまらない 淡色＝その他・無回答 ＜特徴＞

● 左のチャートでは「国語の学力」「国語の学習活動」が高く、ことばを使って学
ぶ力が育っています。

● ただし、「算数に関する意識」「算数の学力」にはまだ伸びしろがあります。
● その一方で、右のチャートの「(規則正しい)生活習慣」「学習習慣」「読書等」

に課題が見られます。 日々の生活や学習の積み重ねを大切にしていくことが
重要です。

● 左の学力チャートでは、「数学に関する意識」が高く、学ぼうとする気持ちが強み
です。

● ただし、学力そのものは３教科ともにまだ伸びしろがあり、学んだことを確かな力に
していくことが大切です。

● 右のチャートでは、小学校と同様に「読書等」「学習習慣」「（規則正しい）生活
習慣」に課題が見られるため、学校と家庭が連携した日々の習慣づくりが今後の
カギになります。

※基準線（点線）は全国平均を示しており、値が大きい
ほど肯定的回答割合が高いことを示しています。

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童
生徒の学力・学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、
その改善を図るとともに、学校における児童生徒への学習指導の充実や
学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に
関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

調査の目的

調査内容
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摂津市

全国

27.6 32.4 20.7 18.4
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摂津市

全国
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33.9 21.6
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21.6

23.2

20.423.7

0% 20% 40% 60% 80%
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摂津市

全国

24.4 34.4 27.9

22.3 34.9 28.9

34.4 27.9

34.9 28.9

12.6

13.5

0% 20% 40% 60% 80%
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%

摂津市

全国

35.6 28.4 20.5

28.8 27.3 23.8

28.4 20.5

27.3 23.8

15.0

19.6

0% 20% 40% 60% 80%
100
%

摂津市

全国

22.7 25.0 24.1

24.6 26.6 25.7

25.0 24.1

26.6 25.7

28.1

22.6

質問調査 摂津市と全国の比較

調査実施日、実施対象校数・児童生徒数

教科調査

〇〇の勉強は好きですか

国語

算数

国語

数学

英語

● 肯定的な回答割合を見ると、国語は小・中で全国越え、中学校数学は全
国を大きく上回っています。

● 教科の「勉強が好き」だと思えることは、これからの学びにつながる大き
な力です。子どもたちの学びに向かう意欲を大切にし、日々の授業で一
人ひとりの力を伸ばしていきます。

34.9

34.4

28.4

27.3

27.3

26.6

※英語の平均正答率はIRTスコアを掲載。平均正答数は公開問題「聞くこと・読むこと・
書くこと」の3技能（7問）。
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摂津市教育委員会

基本方針1 こどもたち一人ひとりが、自ら未来を思い描き、
主体的に切り拓く「生きる力」を育む

第２次摂津市教育振興基本計画【令和８年度～令和１３年度】
・基本方針1 こどもたち一人ひとりが、自ら未来を思い描き、主体的に切り拓く「生きる力」を育みます ・基本方針2 人と人とをつなぐ「ことばの力」を育みます
・基本方針3 家庭、地域、学校とともに生涯にわたる「学びの輪」を広げます ・基本方針4 豊かな学びを支える教育環境をつくります

基本方針２
人と人とをつなぐ「ことばの力」を育む

読書活動の推進との関連

小学校6年生
0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

30分以上 21.6
26.1

全くしない 37.6
26.3

30分以上

全くしない

摂津市 全国

学校の授業時間以外の読書時間
「30分以上読書する」と「全くしない」を比較質問

調査

不読率（本を全く読まない）の割合が全国を上回っています。
家庭で本に触れる機会、大人が読書する姿を見る機会が多いほど読書習慣が
身に付きます。読書により探求心や感性、想像力を育むことにもつながります。
こどもたちが行きたくなる「魅力ある学校図書館づくり」を進めることに加え、

図書教材の活用や、市民図書館と連携した授業づくり等を進めます。

授業や体験活動、学校行事、道徳教育の充実との関連

自分には、よいところがあると思いますか

小学校6年生 中学校3年生

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

摂津市 53.3 30.8
全国 43.6 42.0

摂津市 35.3 42.2
全国 41.0 43.0

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

淡色＝その他・無回答

質問
調査

15.1

小学校では「当てはまる」の割合が全国を大きく上回っています。
「ことば」には自分の思いを伝え、相手を理解する力があります。自分の良さに気付き、

自己理解することが多様な個性や違いを尊重する態度につながります。
授業や学校行事等の体験活動を通して、言葉や文化、自然に触れる経験を重ね、

心の成長を促します。

1１.３

８.９

９.８

結果から見えることと今後の取組

「好き」「やってみたい」を、未来を切り拓く力へ。
摂津市のこどもたちには、国語や算数・数学への意欲、そして将来の夢や目標をもつ姿に強みが見られます。今回の調査では、小学校の国語、

算数の学力に成果が見られた一方で、小中学校ともに、学習習慣や読書習慣に課題が見られました。
これからの時代を生き抜くためには、基礎学力や生活・学習習慣に加えて、自分で考え、ことばで伝え、仲間と学び、失敗しても工夫して挑戦

し続ける力が必要です。
学校・家庭・地域・企業等がつながり、すべてのこどもが「自分には可能性がある」と感じ、夢や目標に向かって歩める摂津の教育を一層推進

していきます。

中学校3年生

15.1
18.0

48.5
40.7

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的充実との関連

分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、
自分で学び方を考え、工夫することはできていますか

小学校6年生 中学校3年生

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

摂津市 32.8 45.2 17.2

全国 28.7 50.7 17.1

摂津市 24.3 51.5 20.5

全国 27.4 50.8 18.6

できている どちらかといえばできている

どちらかといえばできていない できていない 淡色＝その他・無回答

質問
調査

小学校では「できている」の割合が全国を上回っています。
知識を身につけるだけにとどまらず、学ぶ意味や社会とのつながりを意識し、

自分に合った学び方をみつけ、主体的に学びへ向かう姿勢を育てることが大切です。
一人ひとりの学習ニーズに応じた指導を充実させ、「もっと知りたい！」という

探求心を育む授業づくりを進めます。

「朝食を毎日食べていますか」

基本的生活習慣の定着との関連

小学校6年生 中学校3年生

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

摂津市 77.3 11.0

全国 83.1

摂津市 73.0 13.3

全国 78.4 12.5

している どちらかといえばしている

あまりしていない 全くしていない 淡色＝その他・無回答

質問
調査

毎日朝食をとる児童生徒ほど、学力調査の平均正答率が高い傾向があります。
小６国語正答率：毎日食べる66.5％/全く食べない48.5％（1８ポイント差）

中３数学正答率：毎日食べる56.3％/全く食べない41.8％（14.5ポイント差）

５年生（中１・２年生）までに受けた授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組んでいましたか

自ら未来を切り拓く教育の推進との関連

小学校6年生 中学校3年生
0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

摂津市 33.6 43.2 16.2

全国 28.3 49.3 17.4

摂津市 28.6 51.1 14.8

全国 27.0 51.8 17.4

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 淡色＝その他・無回答

質問
調査

小中学校ともに「当てはまる」の割合が全国を上回っています。
これからの時代は、変化が激しく、将来の予想が困難な社会となっていきます。

自ら課題を見つけ、知識や経験を生かしながら工夫して解決、実行する力が大切です。
授業や様々な取組の中で、自分で考え、判断し行動する機会をさらにつくります。

「将来の夢や目標をもっていますか」
H31 R8

小学６年生 83.6%

R8の結果

0 50 100

H31 
76.1%

中学３年生 68.3%

R8の結果
0 50 100

H31 
62.6%

キャリア教育の取組等により、小・中学校ともに肯定的回答の割合が向上しています。
子どもたちの『未来を描く力』が着実に育っています。

H31 R8

0

50

100
76.1%

83.6%

小学６年生

↑ 7.5pt

62.6%
68.3%

中学３年生

↑ 5.7pt

H31 R8

社会を生き抜く力との関連

質問
調査

令和８年度全国学力・学習状況調査 摂津市の結果（クロス集計）より

H31 R8
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摂津市教育大綱 第２次
摂津市教育振興基本計画

令和8年度 全国学力・学習状況調査 摂津市の結果概要


